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【誤訳訂正書】
【提出日】令和1年5月8日(2019.5.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３３】
　有利なことに、本発明による方法は、前記電磁弁を開く指令がないとき、およびターボ
シャフトエンジンの迅速な再起動の手順が動作中でない場合に、前記電磁弁が前記空気圧
タービンの非ゼロ速度測定値によって意図せずに開かれるかどうか検出するステップを含
む。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３４】
　ターボシャフトエンジンの迅速な再起動のための、および完全性試験を行うための手順
がないときは、空気圧タービンは回転されるべきではない。加えて、本発明は、前記電磁
弁が空気圧タービンの非ゼロ回転速度測定値によって意図せずに開かれるかどうか検出す
るステップを含む。このステップは、試験装置が故障していないことを実証するために所
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定の間隔で実行され得る。迅速な再起動の手順がないとき、および完全性試験がないとき
、測定された速度がゼロでない場合は、これは、試験装置が故障していることを意味する
。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
　一実施形態によれば、方法は、前記空気圧タービンの測定された回転速度を所定の閾値
速度と比較するステップをさらに含む。方法はまた、前記電磁弁を開く指令がないとき、
およびターボシャフトエンジンの迅速な再起動の手順が動作中でない場合に、前記電磁弁
が前記空気圧タービンの非ゼロ速度測定値によって意図せずに開かれるかどうか検出する
ステップを含むことができる。また、方法は、空気圧タービンの状態の傾向を監視するこ
とができるように前記空気圧タービンの速度測定値を蓄えるステップを含むことができる
。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ターボシャフトエンジン（５）に機械的に連結され、前記ターボシャフトエンジン（５
）を回転させ、これが再起動されることを確実にすることができるように空気圧供給回路
（８）によって指令があると加圧ガスが供給される空気圧タービン（３０）を備える、ヘ
リコプターの前記ターボシャフトエンジン（５）の迅速な再起動のためのシステムを完全
性試験するための装置であって、前記試験装置は、
　－加圧空気をターボシャフトエンジン（５）から引き出すための手段（２１、２２）と
、
　－前記空気圧タービン（３０）に供給するための前記空気圧回路（８）に前記引き出さ
れた空気を搬送するためのダクト（２３）と、
　－前記空気圧タービン（３０）の回転速度を決定するための手段と、
　を備えることを特徴とする、装置。
【請求項２】
　空気圧回路（８）と前記空気搬送ダクト（２３）との間の接続点の領域に配置される電
磁弁（３３）を備え、前記電磁弁（３３）が、制御ユニットから指令があると、および前
記空気圧回路（８）からの加圧ガス供給がないときは、前記空気搬送ダクト（２３）と前
記空気圧回路（８）との間の空気通路（３４）を開き、指令がないとき、または前記空気
圧回路からの加圧ガス供給が存在するときは、前記空気通路（３４）を閉じるように構成
されることを特徴とする、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記電磁弁（３３）が、指令がないときに、または前記空気圧回路（８）からの加圧ガ
ス供給が存在するときは、空気通路（３４）を閉じたままにしておくのに適した予荷重ば
ね（３５）を備えることを特徴とする、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　加圧空気をターボシャフトエンジン（５）から引き出すための前記手段（２１、２２）
が、前記ターボシャフトエンジンの圧縮機（１４）の領域に配置されることを特徴とする
、請求項１から３のいずれかに記載の試験装置。
【請求項５】
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　前記ターボシャフトエンジンに機械的に連結され、前記ターボシャフトエンジンを回転
させ、これが再起動されることを確実にすることができるように空気圧供給回路（８）に
よって指令があると加圧ガスが供給される空気圧タービン（３０）を備える、迅速な再起
動システムが設けられるヘリコプターターボシャフトエンジンであって、請求項１から４
のいずれかに記載の前記迅速な再起動システムを完全性試験するための装置を備えること
を特徴とする、ヘリコプターターボシャフトエンジン。
【請求項６】
　前記ターボシャフトエンジン（５）に機械的に連結され、前記ターボシャフトエンジン
（５）を回転させ、これが再起動されることを確実にすることができるように空気圧供給
回路（８）によって指令があると加圧ガスが供給される空気圧タービン（３０）を備える
、ヘリコプターのターボシャフトエンジン（５）の迅速な再起動のためのシステムを完全
性試験するための方法であって、
　－加圧空気をターボシャフトエンジン（５）から引き出すステップと、
　－前記空気を前記空気圧タービン（３０）に搬送するステップと、
　－前記空気圧タービン（３０）の回転速度を測定するステップと、
　を含むことを特徴とする、方法。
【請求項７】
　前記空気圧タービン（３０）の測定された回転速度を所定の閾値速度と比較するステッ
プを含むことを特徴とする、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記空気搬送ステップが、空気圧回路（８）と前記空気搬送ダクト（２３）との間の接
続点の領域に配置される電磁弁（３３）が開くことを指令するステップを含み、前記電磁
弁（３３）が、制御ユニットから指令があると、および前記空気圧回路（８）からの加圧
ガス供給がないときは、前記空気搬送ダクト（２３）と前記空気圧回路（８）との間の空
気通路（３４）を開き、指令がないとき、または前記空気圧回路（８）からの加圧ガス供
給が存在するときは、前記空気通路（３４）を閉じるように構成されることを特徴とする
、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記電磁弁（３３）を開く指令がないとき、およびターボシャフトエンジンの迅速な再
起動の手順が動作中でない場合に、前記電磁弁（３３）が前記空気圧タービン（３０）の
非ゼロ速度測定値によって意図せずに開かれるかどうか検出するステップを含むことを特
徴とする、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　空気圧タービン（３０）の状態の傾向を監視することができるように前記空気圧タービ
ン（３０）の速度測定値を蓄えるステップを含むことを特徴とする、請求項６から９のい
ずれかに記載の方法。
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